
不良債権額（金融再生法に基づく開示債権）および不良債権比率

不良債権の状況  
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　景況感が悪化してきたなかではありましたが、事業の再生支援、不良債権の最終処理、経営改善支援に
よる債務者区分のランクアップなどにより不良債権額削減に努めてまいりました。
　その結果、平成２１年３月末の不良債権比率は第1次中期経営計画の目標である４％台を下回る
３．９６％となりました。       
　また、不良債権残高は前期末比２１８億円減少し、９６１億円となりました。今後もキャッシュフローの
確保が見込まれる貸出先については、経営改善を進めて事業の正常化を図るとともに、破綻先等について
は担保物件の処理等による最終処理を進め、不良債権比率の改善に努めます。    

金融再生法に基づく開示債権
貸出金、支払承諾見返、外国為替、銀行保証付私募債、貸付有価証券、仮払金等が対象

●破産更生債権及びこれらに準ずる債権
破産、会社更生、民事再生等の事由により経営破綻した貸出先に対する債権及びこれらに準ずる債権

●危険債権
経営破綻の状況には陥っていないものの財政状態や経営状態が悪化し、契約に従った元利金の回収ができない可能性が高い貸出先に対する債権

●要管理債権
３カ月以上延滞債権および貸出条件緩和債権（経済的困難に陥った貸出先の再建・支援を図るため金利減免や元金の支払猶予など貸出先に有利な
貸出条件の変更を行った債権）の合計
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不良債権（金融再生法に基づく開示債権）の保全状況

リスク管理債権の状況

　平成２１年３月末の不良債権総額９６１億円のうち、９１．４％は引当金や担保・保証などにより保全されております。

（単位：億円）

（単位：億円）

（単位：億円）

※リスク管理債権：貸出金が対象

※優良担保：預金、有価証券等
※優良保証：政府、信用保証協会、金融機関、上場有配会社等による保証
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　6.25貸出金に占める
リスク管理債権の割合   3.96 ▲1.175.13
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